東京経済大学陸上競技部メールニュース2016-10(2016.8.25)
第64回大阪経済大学定期対校戦結果　8月20日　上柚木公園陸上競技場
～1年生が大活躍12連覇達成！　～
～800ｍ・末田（3）がＭＶＰ、100ｍ・丸山（1）が最優秀新人賞獲得！～


大荒れの天候で途中雷鳴が轟き、中断を余儀なくされるという悪コンディションの中開催されました。総合優勝は当然のことですが、新戦力の成長度合いと今後のチーム目標達成のための課題を見つけるための大会として臨みました。
収穫は、対校種目16種目中11種目で優勝し、そのうち8種目が1年生でした。また、100ｍの丸山亜室（1）、800ｍの末田龍之介（3）、110ｍＨの小田島義雄（3）が大会新記録を樹立し、末田が最優秀選手賞、丸山が最優秀新人賞を獲得しました。しかし、1500ｍ、4×400ｍＲ、槍投げなど明らかに競技力で勝っている種目で敗北を喫すなどまだまだ甘い部分も露呈されました。
記録よりも勝負に対する泥臭いほどの執念が東経大の課題です。
＜総合結果＞
優勝　　　　 東京経済大学　　59点（トラック31点、フィールド28点）
2位　　 　　大阪経済大学　　33点（トラック25点　フィールド8点）
優勝回数　　 東京経済大学　　28回　　　大阪経済大　 　36回　
＜個人賞＞
最優秀選手賞　　末田龍之介（3）　800ｍ（1′55″50）大会新記録で優勝
最優秀新人賞　　丸山　亜室（1）　100ｍ（10″83）大会新記録で優勝

 

開会式　　　　　　　　　　　　　　大会会長挨拶　陣内部長

 

800ｍ　大会新・優勝　末田（3）69番　　　　　100ｍ　大会新・優勝　丸山（1）93番
＜競技成績＞
【100m 対校】(0.0)
　村山大樹（2） 11"06 　3着
　金井優介（3） 10"98 　2着
　丸山亜室（1） 10"83 　1着　大会新・関東ＩＣ標準Ｂ突破
【100m OP】
1組(0.0)
吉田大夢（1） 10"93 　組1着
山田真樹（1） 11"07 　組2着
古市斗武（1） 11"08 　組3着
2組(0.0)
青木琢実（3） 11"32　 組2着
佐野佑太（2） 11"38 　組3着
栗原正海（3） 11"38 　組4着
関根輝仁（1） 11"17 　組1着
3組(0.0)
康本直希（1） 11"74 　組3着
前田洋志（3） 12"14 　組5着
奥野翔太（3） 11"74 　組4着
丹生谷薫（3） 11"71 　組2着
峰岸雅典（2） 11"41 　組1着
4組(0.0)
佐藤　翔（2） 11"85 　組3着
山岸憲典（2） 11"79 　組2着
高浪雅矢（1） 11"72 　組1着
佐藤悠樹（1） 12"21 　組5着
5組(0.0)
薄井龍星（3） 11"42　 組1着
【200m 対校】(-0.2)
栗原正海（3） 22"48 　3着
吉田大夢（1） 21"78 　1着
岩切祐太（3） 22"32 　2着
【200m OP】
1組
青木琢実（3） 22"65 　組4着
村山大樹（2） 22"33 　組2着
糟　谷翔（4） 21"92 　組1着
金井優介（3） 22"53 　組3着
峰岸雅典（2） 22"79 　組5着
2組
坂本大輔（1） 23"95 　組4着
平田瑠偉（3） 23"61 　組2着
関根輝仁（1） 22"66 　組1着
奥野翔太（3） 23"80 　組3着
【400m 対校】
上野弘貴（3） 51"22 　4着
吉田隼人（1） 49"89 　1着
島田　陵（3） 51"30 　5着
【400m OP】
1組
糟谷　翔（4） 49”48 　組1着
加藤元気（1） 52”18 　組2着

【800m 対校】
末田龍之介（3） 1'55"50 　1着　大会新
小久保勇輝(1) 　2'02"90 　4着
根本俊輝(1) 　　2'06"30 　5着
【1500m対校】
井上竣介(2)　 4'17"25 　2着
福田拓未(3) 　4'21"14 　5着
松浦大輝(3) 　4'22"25 　6着
【1500ｍOP】
益田昇馬(1) 　4'07"76　組1着
清水幹斗(1) 　4'16"12　組6着
馬場勝也(1) 　4'17"52  組7着
根本俊輝(1) 　4'27"89  組13着
【5000m対校】
鈴木優斗(1) 　15'40"68  組4着
元川嵩大(2) 　15'50"97  組5着
所河北斗(1) 　16'07"94  組6着
【ハーフマラソン】　※日本学生ハーフマラソン　2016年3月6日　立川
　古井雅也（2）　1：06′56″　1着
　北原俊幸（4）　1：07′14″　2着
　元川嵩大（2）　1：08′31″　3着 

【110mH 対校】
青木琢実（3） 15"90 　 組2着
小田島義則（3）15"14 　組1着　大会新
前田洋志（3） 15"95 　 組3着
【110mH OP】
貝塚勇輝（2） 16"79
【4×100mR 対校】
金井、岩切、大夢、丸山 42"22　1着
【4×100mR OP】
栗原、佐野、関根、康本 43"58
【4×400mR 対校】
峰岸、高浪、坂本、山田 3'22"87 　2着
【走高跳 対校】
中村優斗（1） 1m85 2位
若杉颯一郎（3） 1m85 3位
鈴木海平（1） 1m90 1位
【走高跳 OP】
丹生谷薫（3） 1m80 
宮下颯斗（1） 1m65
【三段跳 対校】
佐藤　翔（2） 13m84(0.0)　2位
山岸憲典（2） 13m70(-1.8)　3位
平川雄大（1） 14m29(+0.5)　1位
【三段跳OP】
丹生谷薫（3） 14m69(-0.6)
【走幅跳 対校】
大沼　光（1） 6m44(+0.1)　3位
平川雄大（1） 6m66(0.0)　 2位
古市斗武（1） 7m06(+2.4)　1位
【走幅跳 OP】
宮下颯人（1） 5m83(0.0)
中村優斗（1） 5m98(+1.0)
和田優之介（1） 6m07(+0.6)
山岸憲典（2） 6m55(0.0)
薄井龍星（3） 4m96(0.0)
荻原良平（4） 6m26(+0.2)
【砲丸投 対校】
佐藤悠樹（1） 10m16 　4位
田辺元気（1） 11m71 　1位
鈴木雄大（4） 10m82 　2位
【円盤投 対校】
田辺元気（1） 31m06 　2位
佐藤悠樹（1） 33m39 　1位
鈴木雄大（4） 29m27　 4位
【やり投 対校】
助川直輝（1） 50m69　 5位
佐藤悠樹（1） 50m71 　4位
佐藤　翔（2） 36m0　　6位
＜大阪経済大学戦フォト＞

 
 

　　　　　　開会式　　　　　　　　大会会長挨拶　陣内部長　　　大会運営責任者主務・平井（3）

 
 

　　三段跳び　優勝　平川（1）　　　　三段跳び　山岸（2）　　　　三段跳びＯＰ　丹生谷（3）

 
 

　　　5000ｍ対校　　　　　　　　円盤投げ　優勝　佐藤悠樹（1）　　円盤投げ　田辺（1）

 
 

110ｍＨ　優勝・大会新　小田島（3）　　4×100ｍ　スタート　　　4×100ｍ　4走・丸山（1）

 
 

砲丸投げ　優勝　田辺（1）　　　　　砲丸投げ　鈴木雄大（4）　　　　　400ｍ対校

 
 

　400ｍ　優勝　吉田隼人（1）　　　　　槍投げ　助川（1）　　　　　　　槍投げ　佐藤悠樹（1）

 
 

200ｍ　優勝　吉田大夢（1）81番　　　 　　100ｍ対校　　　　　　走り幅跳び　優勝　古市（1）

 
 

　　　走り幅跳び　平川（1）　　　走り高跳び　優勝　鈴木海平（1）　　最後のマイルで応援

 
 

　　4×400ｍ　1走　峰岸（2）　　　　　　2走　高浪（1）　　　　　　　3走　坂本（1）

 
 

　　　4走　山田（1）　　　　　　　　　　閉会式　　　　　　　　　　　　　　表彰式

 
 

　　　ミーティング　　　　　　　　懇親会　鶴谷大経監督ご挨拶　　　乾杯　田辺葵走会会長

 
 

　　　　カンパーイ　　　　　　　　　　　　余興　高野（1）　　　　　　　　　宮下（1）

 
 

　　パントマイム　山田真樹（1）　　　　田辺会長も飛び入り 　　　　　　閉会の挨拶　前田主将

＜新潟選手権結果＞　7月16日、17日　新潟
１日目（16日） 
【100m予選】 
　本間 諒（4） 11秒48 （＋2.1）
　村山大樹（2） 11秒02 （＋2.9）
【4×100ｍ】 
　五幣 村山 高浪 本間 42秒80
2日目（17日）
【400m予選】
　本間　諒（4） 54秒09 組3着

＜東京都国体選考＆東京選手権リレー結果＞　7月18日　駒沢

 
 

400ｍ　吉田（1）　　　　　　800ｍ　末田（3）、加藤（1）　　　三段跳　丹生谷（3）

 
 

走り高跳　鈴木（1）　　　　　　　走り高跳　若杉（3）　　　　4×400ｍ　表彰式
【400ｍ】　　
吉田隼人（1）　　48″93　　3位
【800ｍ】
末田龍之介（3）　1′56″98　1位
加藤元気（1）　　 2′01″93　3位
【三段跳】
丹生谷薫（3）　　14ｍ10(-1.8)　1位
【走高跳】
鈴木海平（1）　　2ｍ05　2位
若杉颯一郎（3）　1ｍ95 6位
【4×400ｍ】
吉田隼・山田・末田・糟谷　3′25″19　　優勝

＜ナイター陸上競技大会結果＞　7月23日　夢の島 
【100m】
　関根輝仁（1） 11"52 （-0.9）組1着
【200m】
　糟谷 翔（4） 22"12 （-1.3）組1着
　本間 諒（4） 23"55 （+0.1）組1着
【走高跳】
　中村優斗（1） 1m90 全体2位 GR
　後藤孝平（4） 1m95 全体1位 GR
【走幅跳】
　大沼 光（1） 6m32
　萩原良平（4） 6m67
【砲丸投】
　鈴木雄大（4） 11m54 GR
＜第2回大和市公認記録会＞　7月24日　大和なでしこスタジアム
【100m】
金井優介（3）10”87(+2.5) 　組1着

＜新座選手権結果＞　7月30日　新座
【400m予選】
　小久保勇輝（１）　53"82　3着　
＜順大競技会結果＞　7月30日
【3000mSC】
　馬場勝也（1）　10'04"12　2着
　板谷尚樹（1）　10'13"26　3着

＜青梅市陸上競技選手権大会結果＞　8月14日　あきる台競技場
【走幅跳】
　山岸憲典（2） 6m48 (+0.4) 全体2位
　平川雄大（1） 6m93 (+1.2) 全体1位
【100m予選】
　山岸憲典（2） 11″68 (-1.6) PB
　佐野佑太（2） 11″38 (-0.9) 組2着
　峰岸雅典（2） 11″64 (-0.3) 組2着
【100m決勝】
　佐野佑太（2） 11″39(+0.2)
【400m】
　末田龍之介（3） 50″22 全体2位
【4×100mR】
　山岸,峰岸,佐野,末田 43″61 全体2位
2016年度葵走会総会　　　7月23日　会場・ＲＯＳＥ＆ＣＲＯＷＮ

 
 

田邊会長　　　　　　　　　田口副部長　　　　　　　　　　久恒葵走会事務局

 
 

前田主将　　　　　　40年前？柏崎合宿写真が回覧されました　　　　　閉会の三本締め


2016年度葵走会総会・懇親会が7月23日、ＲＯＳＥ＆ＣＲＯＷＮ八重洲一丁目店で開催されま

した。
総会では田辺会長挨拶、2015年度一般会計、箱根出場寄付金決算、2016年度予算が承認された

後、学生近況、葵体育会方針等が監督、飯塚副会長から報告されました。それに続く懇親会では田口副部長の大学近況報告の後、今井中（昭30）先輩の乾杯の発声で開会となりました。会員の近況

前田主将、父母会会長挨拶などであっという間に閉会の時間となり伊藤前会長の三本締めでお開き

となりました。
今回は平成卒の出席者や学生の参加で活気に満ちた楽しい総会となりました。
＜出席者＞
ゲスト：前田隆弘（陸上部父母の会会長）、成原祐介（陸上部父母の会会計）
葵走会：田口修（副部長）、今井中（昭30）、伊藤乾司（昭37）、三奈木喜逸（昭39）、田辺譲（昭45）、青木繁明（昭47）、星川忠晴（昭50）、飯塚豊明（昭56）、塚田裕（昭60）、上阪哲也（昭61）
斉藤禎一（平10）、久恒由彦（平14）、榎本太郎（平14）、脇孝典（平17）、作井啓介（平24）
学生：前田洋志（主将）、平井美帆（主務）、下澤聖哉（駅伝ブロック長）
山田真樹（1）、堺学長表敬訪問　7月26日　


左から田口副部長、主務・平井（3）、山田真樹、堺学長、上阪

　世界ろう者世界選手権で4つのメダルを獲得した山田真樹（1）と堺憲一学長を表敬訪問させていただきました。
　世界選手権の裏話、日頃の練習内容、今後の目標などの学長からの質問にユーモアを交えて受け応えする山田に終始笑いの絶えないひと時でした。「来年のデフリンピックでは、また4つのメダルを目指します。」学長を前に力強い約束をしてくれました。

スプリントブロック夏季合宿　8月4日～8日　菅平


8月4日から8日、菅平高原でスプリントブロック夏季合宿を行いました。前期シーズンの反省点を修正し、秋季シーズンに向けての強化を目的に5日間みっちりと厳しいトレーニングを積むことができました。
＜差し入れをいただきました。御礼申し上げます。＞
丸山和生様（父母）からスポーツドリンク、松永美樹（父母）からお茶、陣内良昭部長から栄養補助食、田辺譲（葵走会会長）・飯塚豊明（副会長）からゼリー等をいただきました。
【合宿初日】

 
 

夏季合宿が始まりました。午前中はバス移動、到着後グラウンドで早速トレーニングを行いました。
【2日目】

 
 

合宿2日目は午前、午後ともにグラウンドでトレーニングを行いました。標高が高くいつも以上のスピード感覚でトレーニングの効果も上がります。練習後のケアが重要です。
【3日目】

 
 


 
 

合宿3日目午前練習はスキー場の傾斜を利用してのトレーニングです。ダッシュ、変形ダッシュ、鬼ごっこなどで体をいじめ抜きました。
【4日目】

 
 


 
 
スプリント合宿は5日目。トラック練習で各パート別にトレーニングを行いました。チーム内のライバルを意識して質の高い練習が出来ました。


【最終日】

 
 


 
 
 

 


夏季合宿最終日の練習はエンドレスリレー。チームごとに分かれタイムを争いました。優勝チームは前田主将率いるチーム前田でした。また、個人タイムのトップは山田真樹（1）でした。天候にも恵まれチームとしては全メニューをやり遂げました。スプリントブロックは20日の大経戦まで帰京してもトレーニングが続きます。

なお、合宿の最優秀選手賞は、全ての練習でトップの座を譲らなかった吉田大夢（1）、優秀選手賞に上野、末田（3）、敢闘賞に康本（1）が選出されました。


